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◎チリメンモンスターを探せ！
「青少年のための科学の祭典（全国大会）」2013年7月27日、28日に出展しました。

「青少年のための科学の祭典（全国大会）」に（独）科学技術振興

機構科学コミュニケーションセンターの依頼を受けて「チリメンモン

スター」を出展しました。この祭典は一人でも多くの青少年に科学技

術の面白さを体験してもらうことを目的に始められ、こども達が自ら

触れて、作って、動かして、納得いくまで楽しむ機会を提供する目的

で開催される、科学コミュニケーション活動に関わるイベントです。

祭典では、2日間で240名の方に参加して頂き、たくさんのこども

達に楽しんでもらうことができました。

チリメンモンスターと

は、チリメンジャコ（し

らす）の中に混じってい

るイカやタコ等のことです。チリメンモンスターは、漁獲場所や時

期により様々な種類が入ります。それを探してもらって、名前を調

べてコレクションカードを作ってもらっています。チリモンを通じ

て、魚のこと、海のこと、地域のこと、食べ物のことなどに興味を

持ってもらい、何よりも発見の楽しさを感じてもらえる、子供から

大人まで楽しめるものです。

当社では、第一に現場を見ることを大切にしています。「チリ

メンモンスター」は人とのコミュニケーション活動の一つとして

おり、多くの方に、色々な発見を伝えていきたいと考えています。

渡辺真紀（東京支店）

◎二ヶ領ウォッチングフォーラム
二ヶ領の清掃・高津区民祭に参加しました。

東京支店横を流れる二ヶ領用水は、神奈川県下で最も古く、川崎

市を400年にわたって潤してきた人工用水路です。

この二ヶ領用水では、二ヶ領ウォッチングフォーラムという市民

団体があり、清掃活動・水質調査・市民の親水活動等の活動を行っ

ています。

活動の一環として毎年行われている高津区区民祭で親子連れを対

象とした水辺安全教室・ボート下りに参加しました。

当日は60組・120名以上の親子連れが参加してくれました。普段

は立ち入らない場所の環境、目にしない視点からの風景に触れ、子

供たちは楽しんでくれたようです。

小泉知義（東京支店）
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＊＊＊ 商品紹介 ＊＊＊

バイブレーション・コア・サンプラー（VCS）

原理

一軸振動用の起振機をポリカーボネイトパイプ上部に

セットし、海面に対して鉛直方向に垂直に貫入させ、

底質の柱状サンプルを採取するものです。

特徴

特有性：上部の浮泥等を乱さずに採取可能です。

視認性：透明パイプを使用するため目視で貫入量等の

観察が可能です。

機動性：ポータブルな機器のため機動力があります。

経済性：浅水域もしくはサンプル長４ｍ以内のボーリ

ング等の採取に比較し安価です。

適応範囲（様々な底質条件に適応可能です）
粘土（粒径0.005mm未満）：貫入深度 4.0～6.0ｍ

シルト（粒径0.005～0.075mm未満）：4.0～6.0ｍ

細砂（粒径0.075～0.425mm未満）：3.0ｍ

粗砂（粒径0.425～2.0mm未満）：2.0ｍ

砂礫（粒径2.0～4.57mm未満）：1.0ｍ

＊＊＊ 業務事例紹介 ＊＊＊

バイブレーション・コア・サンプラー（VCS）を用いた底質採

取を、東京湾や都内河川で行っています。これは、しゅんせつ工

事や構造物の撤去工事を行う前に、しゅんせつ土砂等の化学的な

安全性の確認をするために調査しています。(ダイオキシンや水銀

などの有害物質対象)

当社のＶＣＳは、水深25ｍまでのサンプル長4ｍ以内であれ

ば、海上ボーリングに比べて安価であり、また船から潜水士が行

うので、撤去と移動に時間が係らないメリットがあります。さら

に、柱状に採泥したサンプルも層の乱れなどなく、綺麗に採るこ

とができます。

・実績(直近4カ年)

新海面処分場Gブロック底質調査委託(平成22年度)

大井食品ふ頭(-11m)前面維持しゅんせつ底質調査委託

(平成23年度)

平成24年度直営維持しゅんせつ底質調査委託(平成24年度)

平成25年度豊洲ガスパイプライン撤去底質調査委託

(平成25年度)

深谷惇志（東京支店）
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自然環境情報・予測評価情報を解りやすく的確に伝えることが、

インターフェースとしての私達の仕事です。


